
「
〈
佼
詠
)
殺
孫
子
中
増
加
閥
抑
制
榊
関
紙
セ
ン
タ
年
度
以
降
に
溶
ヱ
す
る
こ
と
と
金

ηま

l
L
と
欲
的
機
絡
を
滋
め
る
考
え
で
も
し
た

a

総
物
移
絞
は
、
鵠
、
四
街
反
一
を

オ
ー
プ
ン
は
平
成
3
年
4
汚
を
回
途
に
中
心
に
事
裁
を
滋
め
て
い
ま
す
が
、
券

し

て

い

ま

す

。

常

に

厳

し

い

状

況

に

あ

り

ま

す

。

こ

め

綴
総
の
後
ぢ
づ
く
り
の
都
た
め
、
山
師
、
泌
総
際
的
事
業
説
明
会
を

災
一
絡
し
、
移
戦
へ
的
一
端
カ
を
呼
び
か
け

市
療
機
撃
務
指
針
を
策
定

る
な
ど
交
務
範
囲
ゃ
一
以
げ
審
議
の
激
紗

枇
陣
織
指
針
は
、
営
蜘
抽
出
闘
機
が
5
0
0

を
図
る
よ
う
努
カ
し
て
い
ま
す
礎

平中
Z
U
M
骨
組
え
る
液
晶
H
市
防
総
寸
や
官
公
庁

補
助
金
等
交
付
規
則
的
を

め
げ
会
‘
絡
会
場
な
ど
の
出
入
口
、
拙
糊

公
布
、
機
敏
念
品
を
見
布
陣
す

段
、
ト
イ
レ
等
の
築
地
中
を
定
め
‘
す
べ

て
の
議
震
が
初
期
し
や
す
い
総
常
生
放

4
月
1
悶
叫
刊
で
、
淡
路
余
掛
川
俊
し
の

ふ

る

念

-C郎
念

事

業

に

市

制

mw爵
年

記

念

主
的
機
、
絞
殺
体
的
動
的
機
と
し
て
確
保
す
止
め
、
総
助
金
等
的
交
付
内
申
語
、
決

学

賞

沼

ふ

れ

あ

い

計

函

事

業

為

決

ま

る

る

た

め

的

も

の

で

す

。

こ

れ

は

、

費

総

合

事

弊

執

行

丹

適

正

化

に

総

工

ふ
る
さ
と
羽
生
犠
品
識
は
、
引
用
閥
抗
ア
ン
古
則
前
略
行
加
籾
年
総
念
繊
殺
は
、
士
市
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
々
が
捻
議
本
的
事
項
及
び
翁
紋
挙
制
明
的
統
…
約

ケ

l
ト
‘
然
一
次
総
本
貯
蔵
を
ふ
ま
え
、
議
会
総
資
、
学
級
経
験
者
的
方
々
か
ら
線
物
や
都
市
総
体
協
を
間
判
附
則
す
る
、
フ
え
で
か
つ
哨
地
一
沈
な
柑
織
問
哨
校
総
る
た
め
の
申
請
、

ぷ
似
称
)
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
な
る
必
同
開
会
記
念
事
業
選
定
婆
員
一
分
不
然
、
不
自
泌
さ
を
解
泌
す
る
物
的
潔
祭
磁
波
警
を
合
わ
せ
た
「
我
綾
子
市

氏
草
し
と
し
ま
し
た
ョ
こ
内
務
総
蓄
を

M28に
発

足

‘

会

議

案

書

善

指

針

で

す

む

議

事

交

付

言

い

を

公

省

、

韓

喝
を
い
撃
正
ず
る
止
め
げ
山
内
に
、
ふ
れ
あ
い
議
を
行
い
審
織
し
ま
し
れ
%
そ
の
絡
来
、
今
後
培
、
術
工
会
、
東
経
本
旅
答
欽
し
ま
し
た
。

し
益
率
家
総
い
を
言
、
併
せ
て
嗣
開
詩
集
念
式
典
、
小
・
中
学
生
か
ら
護
基
授
、
総
数
談
合
言
関
係
回
重
責
警
は
、
①
本
年
度
は
平

野
義
的
怒
著
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ぶ
ク
の
室
、
蓄
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
誉
理
}
翠
と
ご
協
力
を
い
た
ど
け
る
警
叢
に
向
け
て
霊
、
宮
内
線

ト
チ
i
ム
を
発
足
き
せ
、
感
総
統
一
闘
の
綴
綴
田
国
男
ゆ
か
り
ず
ろ
人
織
内
め
よ
う
資
料
を
作
成
し
協
織
を
滋
約
率
す
。
時
金
の
統
合
を
進
め
句
。
。
務
中
成
立
年

策
定
め
徐
畿
を
悶
惑
し
ま
し
た
e

博
物
鍍
き
兵
《

A
V

閑

刷

年

記

念

駅

伝

主

度

予

鉢

む

級

品

繍

助

金

役

苓

皮

並

み

障

け

己

君

、

我

係

予

駅

前

薦

治

〈

事

警

Z

2年
度

の

霊

を

妻

}

2

F色
事

業

を

選

定

倫

今

士

一

地

区

画

整

船

と

す

る

長

平

成

2年
度
以
路
、
霊

祭

邸

機

L
)
今

後

は

、

こ

の

検

絞

殺

泌

を

後

は

そ

グ

実

現

に

向

け

進

め

寧

ず

独

で

補

助

し

て

い

る

事

業

や

的

関

、

終

的

木

み

な

が

ら

中

市

災

等

で

欄

構

成

す

ゐ

よ

れ

鳶

口

町

土

地

返

総

務

総

務

燃

は

、

楽

硲

助

が

つ

い

て

い

る

務

織

は

総

統

的

に

会

主

詰

襲

撃

タ

を

設

置

し

、

複

合

鐙

殺

と

し

て

西

部

重

努

撃

と

な

ぞ

い

た

問

題

が

見

直

す

も

の

そ

さ

佐

ど

棄

を

い

た

だ

き

た

い

と

考

え

て

い

繍

枇

セ

ン

タ

ー

を

建

設

少

与

つ

撃

し

‘

移

転

に

向

け

動

き

令
部
仲
皮
下
流
部
工
事
発
ア

ま

す

。

(

仮

称

)

西

部

活

入

浴

社

セ

ン

タ

ー

帥

粧

品

制

約

北
部
飽
区
排
水
対
策
欝
業

設
は
、
問
怖
と
叫
制
緩
し
れ

w

総
娘
、
老
人
福
北
口
の
土
地
問
院
側
際
線
機
殺
は
、
都

後
セ
ン
タ
ー
と
地
域
一
檎
社
セ
ン
タ
i
町
市
計
総
淡
路
終
獄
後
間
線
機
墜
工
事
と
新
念
日
合
総
機
管
が
竣
工
、
そ
し
て
今

後
合
総
設
と
し
て
を
ら
ば
条
件
的
に
愉
関
脇
略
物
符
較
を
今
年
度
予
定
し
て
い
ま
し
都
成
獲
物
識
と
し
て
現
在
工
事
発
注
し
て

助
対
象
事
業
、
と
し
て
い
絡
め
る
止
め
機
め
た
が
、
擁
壁
工
事
は
、
夜
隊
と
な
る
縫
い
る
つ
く
し
野
間
設
が
町
民
γ

混
合
斡
線
の

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ζ

で
、
今
後
は
物
的
移
転
が
滋
れ
て
い
る
た
め
w
T
或
2
河
床
切
り
下
げ
X
Wゆ
が
抱
了
す
る
と
、

思
曲
惜
仙
拘
禁
盤
第
A

叫
関
市
議
会
定
例
会
ガ
刊
M

岡市
6
8か
ら
叩
昌
ま
で
の

何
日
間
の
会
副
捕
で
開
催
ち
れ
、
欄
醐
鋭
、
六
件
付
帯
川
護
ガ
ふ
る
さ
と
巌
生
事

業
な
ど
口
頭

gmw務
絞
一
ぃ
問
機
訟
を
行
い
ま
し
左
。
4
v
鎗
は
、
笠
で
に

広懇
r
7
0犠
}
〈
党
相
時
旬
間

T
尽
き
で
詳
し
い
問
問
機
饗
機
織
し
だ
反

間
部
総
の
総
滋
力
闘
盟
滋
亡
を
徐
い
だ
宮
山
絞
…
隊
総
飴
官
官
袋
抽
制
し
て
紹
介
し

務
参
。
ま
だ
、
滋
猿
円
陣
、
世
間
氾
お
け
る
慈
媛
、
機
器
持
行
徳
等
及
び
土
地

区
璽
護
援
事
撲
の
機
げ
は
係
る
紛
争
の
事
世
間
と
讃
鐙
に
織
す
る
条
例
の

怨
穏
や
畑
山
総
隊
総
醐
開
条
捌
閉
め
一
部
改
正
お
ど
叫
訓
練
綴
凝
滞
決
し
ぎ
し
た
@

獄
務
ぺ
銭
円
口
に
は
、
正
劉
綾
田
棋
の
欲
瀦
枇
略
行
い
、
料
開
額
援
巴
伎
々
+
小
幅
雄

治
氏
(
総
理
、
器
棚
艇
に
鈴
本
一
時
間
氏
自

84M選
出
さ
れ
法
レ
判
、

市民議章
わ置くし定ち話、~"淑Jllè手圃盟に11とまれ怠棋と璽置には

ぐく輩れまさ聾聾予の市民です.

おたくし主主自眠、 8軍事ま蒋文It撃事を鈴書事iIi麗としての際

りをも昔、務自へお覇討をこ通告主、ここな市民躍曹を定めま亨‘

水とき豪と土的記事¥..¥t1t.¥つ語いの 住み本Ol;;;びこ立しをま琴

曲と惇軽量生2さえ 生き生きと闘き 障びゆ<iII>びこにしま菅

老人在大密むし子ども由酵を爵て草堂駐車びこじします
ふるさと奄麓し文化在高時聾か草畠び之立し殺す

みん草で畠しあい さま号在守静 電車るい草び己にします

新議長iこ{主々本長、覇議長に鈴本廷
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塑命事由鎚j寵

欝773号
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え 惨

さ毒
"起
共で
有 t哲

考季
そ る
ん子
な ど
予も
貿
液体
を 沼
津cと
燃 も
にな
しる

iき
とグ〉

や市
す 民
ら カe
ぎ童書
の れ
ある
る 手
ま賀
ち 沼
eブ iま

Z埜
i盤ち
めの

手かSす
カe

開
盟
古
市
特
別
職
町
議
績
で
鉢
常
齢
献
の
も
の

岡

部

組

棉

制

聞

及

ぴ

鎌

抽

m

弁

僚

に

関

す

る

轟

問

問

機
織
に
お
け
る
機
築
、
環
発
行
為
等
及
的
…
綴
徹
底
鳥
時
簿
物
館
協
議
会
後

ぴ
土
地
区
癒
整
理
事
難
の
絡
協
"
に
m
m
る
闘
H
及
び
強
勢
、
商
号
行
為
券
投
V
ホ
蹴

紛
争
拍
手
時
間
と
総
織
に
側
聞
す
る
糸
期
間
的
区
蕗
整
国
也
事
議
紛
争
糊
閥
抗
雑
然
続
脅
袋
闘
員

制
問
申
血
縁
輯
畑
、
閥
開
発
行
為
等
及
び
土
地
町
報
酬
殺
が
後
削
問
弁
鍛
主
定
め
る
こ
と

隊
機
的
蹴
制
執
務
畿
の
務
行
に
係
る
紛
争
時
殺
が
に
終
総
雄
輔
の
職
員
で
非
常
数
め
も

あ
っ
せ
ん
及
び
隷
僚
に
掬
し
、
泌
援
な
の
町
議
泊
料
的
額
を
紋
寂
ず
る
も
め

事

項

ゑ

詰

る

も

の

謝

意

…

殺

肢

の

務

総

の

墜

さ

開

削

す

る

闘
市
畿
会
的
機
幽
岡
部
報
総
等
に
関
す
る
条
例
師
一
部
数
荻
人
事
院
勧
告
及
び

品
輸
尉
阿
部
一
欝
改
正
経
済
後
勢
丹
波
化
綬
淡
傍
観
貯
争
議
案
し
改
定
す
る
も
の

及
び
他
市
と
の
駒
衡
を
埼
殺
し
、
獄
中
郡
湯
窓
常
動
的
特
別
織
の
総
録
的
給
与
等

手
当
的
事
設
が
織
的
料
的
蛸
酬
を
改
定
す
に
回
附
す
る
血
相
倒
的
一
磁
波
翠
常
勤
の

る

も

的

特

別

終

的

総

長

的

抑

制

束

手

当

丹

市

中

を

改

定
す
る
も
の

屈
指
行
数
線
機
条
例
的
一
総
数
亙
執

行
体
倒
的
綴
織
を
殴
る
た
め
の
も
の

遜
怒
人
等
由
実
業
井
抽
出
F
N
純
一
す
る
轟
糊
倒

的

一

級

淡

惨

め

及

び

偽

滋

と

溺
治
相
刊
の
訟
を
改

後
ず
る
も
の

岡
田
務
総
録
的
旅
健
仁
側
聞
す
る
換
例
的
一

部
改
定
緩
淡
機
融
持
続
品
び
抽
出
議
と
の
均

衡
を
減
殺
し
、
一
段
磯
町
職
員
及
び
常

鋭
校
別
職
安
職
員
の
街
治
科
を
後
対
ず

る
も
の

務
権
保
育
関
軸
蹴
鵬
構
車
問
欄
間
的
一
部
数
蕊

僻
開
騨
再
附
ル
波
数
内
総
均
J

に
よ
り
定
自
問
問
削
減

下
出
品
地
域
に
つ
い
て
は
可
料
削
除
日
様
笹

の
時
間
務
泌
総
J
に
対
応
す
る
運
び
左

な
り
ま
す
a

こ
れ
ら
下
流
裁
の
受
け
飢

が
で
き
た
こ
と
で
、
今
後
は
、
中
・
上

流
部
地
柏
崎
へ
と
務
総
を
滋
め
ま
す
。

鍛

m
g
セ

ク

タ

ー

台

湾
倒
的
敷
ゴ
ル
フ
携
な
議
設

官
智
勝
笠
中
川
日
持
は
、
議
3
セ
ク
タ
ー
方
式

内
線
火
会
殺
で
、
資
本
金
h
は

1
域
内
と

し
、
年
皮
肉
の
設
な
を
内
出
り
車
す
。

ゴ
ル
フ
場
内
線
燃
は
、
総
孫
子
制
制
9

ホ
l
ル
、
欧
字
削
開
路
ホ

i
ル
と
し
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
需
古
市
に
縫
設
。

鵬
買
は
約
加
億
内
で
す
。

ゆ
学
校
総
食
実
現
ヘ

中
学
校
給
食
検
榊
誉
会
か
ら
日
月

下
加
町
、
教
務
後
嗣
員
会
じ
中
間
報
告
が
出

答
れ
ま
し
た
α

こ
の
報
管
は
、
学
校
給
食
か
ら
文
化

と
し
て
的
党
準
的
災
緩
や
内
閣
ら
れ
た
い

会
、
打
い
、
よ
り
効
率
的
引
な
滋
憶
を
翻
る

た
め
の
も
の

聞
開
策
本
滋
務
織
の
設
墜
等
仁
開
閉
す
る
条

例
由
一
怒
改
正
給
水
人
口
及
川
v
l
日

最
大
給
本
疑
者
欽
一
応
寸
る
も
の

組
工
事
一
線
品
既
設
仇
制
的
締
結
に
つ
い
て

〈
附
同
称
)
制
同
一
…
阿
波
開
時
セ
ン
タ
ー
新
築
ヤ
ム
獲

の
諮
負
契
約
を
務
総
す
る
な
山
町
め
も
の

逐
索
滋
開
閉
線
的
銀
総
に
つ
い
て

綴
滋
滋
泌
総
の
燐
止
に
つ
い
て

磁
市
滋
時
間
畿
の
変
更
に
つ
い
て

園
教
賓
委
員
会
袋
織
的
級
品
時
に
つ
い
て

校
総
出
納
了
日
凶
作
い
、
巣
立
俊
領
氏
を

雌
汁
秘
仏
ナ
る
も
の
n

と
い
う
骨
手
に
な
っ
て
い
草
す
。

郁
容
を
ふ
ま
え
、
動
型
重
責
金
一

校
総
武
装
壌
に
係
る
基
本
的
態
成
内
側
椛

示
が
あ
り
ま
し
た

b

教
嚇
時
抗
制
限
会
的
抵

恩
を
稼
滋
し
、
早
期
に
務
手
で
き
る
よ

、
フ
活
ら
に
検
討
し
ま
す
。

小

中

惨

絞

コ
ン
ピ
ュ
i
タ
教
育
ヘ

3
狩
丹
、
文
部
品
宮
か
ら
新
学
期
向
嶋
問
機
後

緩
め
告
示
が
あ
り
、
そ
の
中
で
つ
ン
V
M

ュ
i
タ
に
よ
る
教
務
が
横
比
臆
さ
れ
る
こ
一

L
j

と

に

な

り

ま

し

た

。

、

文

小
中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ス

2
8
5
5
5

タ
丹
市
神
一
与

入
方
法
等
に
つ
い
て
‘
警
護
舎
で
一
反

は
‘
検
問
制
緩
鶴
岡
九
擦
を
党
足
早
せ
滋
カ
約
一

な
譲
歩
符
っ
て
き
ま
し
た
。
ニ
の
療
、
…
対

そ
的
検
討
の
結
架
線
念
総
投
日
心
、
教
一

育
委
員
会
的
導
入
方
絞
が
篠
山
ω
き
れ
い
ま
一
容
凶

…

J
3
 

T
し

小

川

…

ニ
的
教
育
委
員
会
的
方
抗
訓
告
畿
に
、
…
弓
1

・

小
中
学
校
へ
の
お
ン
ピ

A
iタ
議
入
に
一

i
f

向

け

努

カ

し

ま

す

。

一

.

，

‘

…，Aip&一機寧求

昭
和
日
年
U
月
7
m
m

生
、
住
所
は
布
佐

23106u

国
間
監
来
事
情
輔
酬
の
綴
僚
に
つ
い
て
任
期

満
f
に
仰
け
い
、
村
叫
時
近
造
沃
を
葬
絞
す

ゐ
も
の
及
び
鈴
木
一
雄
氏
の
肋
併
殺
に
仰
げ

明
治
村
年
4
閥
的
uu

生
、
俊
一
昨
は
関
脇
均
一
一
陣
8
6
0
0

制
欄
醐
制
定
榔
県
総
務
俄
審
査
委
員
会
委
員
四

滋
艇
に
つ
い
て
任
期
満
了
い
い
然
い
‘

下
関
忠
義
氏
を
得
倍
『
る
も
め

i
z
f
 

下
関
忠
雄
材
州
民
間
明
治
松
年
日
汚
四
日

魚
、
仲
問
所
は
内
閥
均
3
の
4
の日間

な
お
、
こ
の
日
か
一
総
会
計
‘
チ
閥
抗

沼
静
化
事
業
特
別
会
計
、
水
一
滋
卒
業
会

計
な
ど
事
総
泌
阜
市
札
機
豆
予
算
6
件
も

河
決
冬
れ
ま
し
た
。

裁をと書室む、っくし野}II河床切り

下げ工事
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成
林
水
品
脇
被
T
a
M
M
、

2
m
l
n絞

殺
で
、
会
問
闘
の
燦
情
熱
、
林
滋
な
ど
を

対
象
に
ぷ
肌
都
機
林
綾
勺
ン
サ
ス
ん
を

附
内
総
し
ま
す
。

こ
の
納
骨
臓
は
、
会
問
闘
の
酬
明
執
務
、
持

議
な
ど
農
林
業
を
品
百
九
日
単
品
織
ル
悼
の
ほ

か
、
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
担
よ
び

終
業
築
落
の
す
べ
て
を
対
象
と
し
て

行
う
き
わ
め
て
大
規
模
な
誤
査
で
、

「
農
林
業
に
関
す
る
国
勢
調
査
」
と
も

い
う
べ
き
大
切
な
調
査
で
す
。
調
査

の
結
果
は
、
統
計
表
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
閣
や
地
方
公
共
同
開
体
を
は
と

め
J

長
h
H

磁
て
農
林
業
地
策
総
遂
な

で
位
抽
税
務

で

ゑ
附
県
相
内
等
斡
村
山
相
時
航
路
怖
が
受
け
ら
れ
ま
す
匂

wv
幾軸
mee
幾
け
る
た
め
抑
制
骨
件

小
宮
内
村
分
が
限
桝
仲
は
す
る
と
め
の
…
軍
隊
で

す
で
は
翻
税
務
泰
守
獄
、
還
付
帯
念
の
媛
叫
り
封
印
げ
彩
服
日
っ
て
い
務
サ
。
鮮
総
山
中
に
マ
ザ
泳
i
ム
を
線
描
憎

し
絞
り
、
務
畿
の
夜
明
据
膳
臓
を
液
一
払
つ
夜
サ
ラ
リ

i
マ
ン
の
お
は
、
淑
付
期
怨
は
よ
り
綴
綴
徽
岬
胤
お
れ
た
地
問

機
税
ガ
凝
り
談
役
a
骨
格
る
べ
く
緩
慾
申
枇
制
緩
問
問
〈
な
防
総
門
口

1
$湾
総
m
m〉
稜
惚
け
て
、
滅
的
盟
申
畿
内
陣
滋
緩

め

は

議

い

し

警

議

、

み

義

援

、

震

議

謀

議

慾

凝

議

誘

導

警

の

受

け
付
け
夜
行
い
欲
移
。

H
紛
糾
制
措
棚
壊
世
(
総
)
円
r
窓
会
守
員

給
与
所
得
税
~
サ
ー
ブ
サ
i
v

確定申告期間i孟瀧雑します

誌をziZ5訴
富買 fN;そ中。 、響税な

以舎の i主 おでが
J二 後で 苧受 E詫た
グ〉 そ i且 目けり場8

552言?っ
妄 ihz空 z

所をて

た
場
合

。
絞
殺
所
得
〈
分
帥
抽
怒
判
棋
を
酔
怖
く
)
に

よ
り
脳
科
AWA
時
間
臨
時
を
受
け
る
場
合

傘
季
、
盗
幾
ま
た
は
機
緩
に
よ
り

役
宅
や
岳
部
叫
問
に
明
損
害
を
受
け
た
場
合

翁
晶
肯
定
寄
付
金
が
あ
る
場
合

mw
一
定
の
要
件
を
鍛
え
た
「
居
住
岡
市

の
家
家
い
を
絞
得
し
た
場
合

⑦
給
与
一
所
得
鐙
臨
時
磁
を
越
え
る
ご

定
的
製
品
げ
を
鍛
え
た
特
定
時
見
浅
い
が
あ

る
絡
会

ど
の
務
総
資
制
と
し
て
広
く
制
判
開
明
冬

れ
事
寸
倫
例
制
緩
開
践
が
お
州
内
い
し
て
、

淡
件
仲
裁
的
品
町
営
状
況
な
ど
を
お
た
ず

ね
し
ま
す
め
で
、
引
い
協
力
を
お
綴
い

し
ま
す
紗

な
お
、
終
査
し
た
事
墳
は
、
銭
安

を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る

も
の
で
、
髄
人
の
課
税
等
そ
の
抽
胞
の

目
的
に
使
う
こ
と
は
法
律
で
扇
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら

z

あ
り
の
ま

ま
を
お
符
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

賄
い
し
牢
す

G

V
問
い
合
わ
せ
広
絡
ん
仏
臨
時
欄
押
し
仏
総

統
計
係

昌@露

誼鴎

納
税
務
や
化
目
前
を
抄
と
つ
に
す
る
奴

餓
殺
、
そ
の
俄
的
総
帥
駄
が
蝉
抑
制
州
や
ケ
ず

な

rに
よ
っ
て
鋭
機
嶋
慨
を
友
利
払
っ
た
と

容
は
、
ス
滅
的
機
仲
け
の
も
と
際
線
機
陥
惜

敗
叫
川
崎
議
除
を
す
る
こ
よ
か
ぞ
き
ま

す
。
隊
機
嶋
悶
検
隊
内
蹴
恥
闘
を
一
寸
る
胡
崎
会

に
は
‘
支
払
っ
た
際
療
曲
問
的
傾
向
帆
祷
約

機
一
割
ま
た
は
添
付
が
必
授
と
金
り
ま
す

0

1

支
払
っ
た
隊
出
市
山
悶
」
と
は
、
申
告
す
る

年
分
の
診
療
銭
‘
薬
品
代
、
入
設
費
な

ど
の
こ
と
を
い
い
ま
す
ら

な
お
、
保
検
金
等
で
医
療
費
が
議
て

ん
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
金
舗
が

わ
か
る
懇
綴
を
持
幸
一

L
て
く
だ
さ
い
。

V
E陣
織
機
に
綾
当
ず
る
も
の

市
宙
産
品
脚
や
品
開
科
医
附
に
支
払
っ
た
鈴

鎗
費
、
リ
問
機
資

愛
媛
や
絞
僚
の
お
に
必
機
な
際

線
開
聞
な
ど
の
叫
購
入
機

後
鵡
川
附
聞
や
級
機
所
、
助
総
所
ヘ
収
物
廿

祭
れ
る
た
め
の
続
減

総
あ
ん
ま
、
?
"
r
サ

l
y、
和
制
緩
州
問
、

は
り
緑
‘
き
ゅ
う
側
、
柔
滋
盤
復
州
問
に

よ
る
漁
獲
を
受
け
る
止
め
に
支
払
っ
た

徳
衛
費

③
保
健
緩
や
看
護
婦
な
ど
に
支
払
っ

た
療
養
ょ
の
世
話
の
費
用

出
国
助
産
品
開
に
対
し
て
支
払
っ
た
分
娩

の
介
助
科

必
挟
一
療
協
同
開
闘
の
民
総
よ
り
「
お
む
つ

持
拡
隅
同
誌
明
幾
L

の
品
現
行
を
受
け
た
後
に

支
払
っ
た
お
む
つ
の
銭
入
品
問

級
協
部
療
機
関
倒
的
援
総
よ
り
可
ス
ト
?

例
制
緩
必
然
務
付
紙
純
情
W
L

的
批
判
料
引
を
後
け

れ
ん
方
め
ス
?
唯
一
期
務
滅
的
総
入
機

象

議

謀

総

禁

禁

カ

メ

ー

ト

ル
以
上
で
あ
ら
こ
と

A
W品
取
得
議
6
か
月
以
内
に
人
組
制
し
、

殺
防
聞
を
受
け
る
年
の
m
M
将
丹
治
詰
ま
で
川
引

き
続
い
て
自
制
持
出
し
て
い
る
こ
と

④
そ
め
年
的
合
許
可
助
努
念
品
開
が
3
0

0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
借
入
金
等
の
返
済
問
期
間
関
が
同
年
以

上
で
あ
る
こ
主

⑥
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
談
判
慌
の
終
的

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
の
(
談
絞
め
終

例
に
つ
い
て
は
税
務
援
に
ど
務
総
く
だ

き
い
〉や

中
合
仏
治
的
取
得
に
つ
い
て
は
蜘
取

得
的
日
以
前
開
杯
以
内
(
総
点
綴
級
品
明

的
場
合
は
応
部
以
内
〉
い
同
機
感
市
怒
れ
た

も
の
℃
あ
る
こ
と

像
機
・
政
相
時
的
鴻
骨
片
山
、
工
事
に
饗

し
た
醐
開
削
別
的
畿
が

z
o
o方
的
門
を
組
組
え

る
こ
と
(
そ
め
織
の
製
品
げ
に
つ
い
て
は

税
務
箸
に
♂
相
殺
〈
町
さ
い

J

V
添
付
書
類

①
住
民
粟
(
平
成
2
年
1
R
Z
日
以

金
数
出
問
機
等
か
ら
の
借
入
金
で
、

7

降
に
交
付
さ
れ
た
も
の
)

イ
ホ

i
ム
を
時
空
会

η
絵
入
し
た
場
合
、

m
Z先
買
梨
約
遂
の
写
L
、
請
負
お
約

占
定
の
婆
件
庁
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
伎
市
河
内
写
L
な
ど
建
物
内
相
開
拓
鵠
が
わ
か
る、m

h
J
 

も
のゆ

任
後
州
刑
制
刊
に
係
る
州
問
入
命
的
年
公

然
泌
総
刷
機

ぶ
織
物
的
絞
総
泌
総
本
~
?
ン

y
a

ン
的
機
合
は
絞
り
叫
滋
M
日
本
)

品川W
増
・
改
築
証
平
に
よ
る
滅
璃
内
絡
会

は
、
糊
慨
柑
哨
・
工
的
増
改
装
等
割
此
明
書
ま
た

は
崎
正
築
時
時
総
通
知
色
町
写
し

一
般
給
与
所
得
者
向
場
合
は
源
泉
徴
絞

菜
東
昭
和
田
年
比
月
幻
臼
以
前
仁
人
思

し
た
人
は
適
用
の
要
件
、
計
算
h
法
が

異
在
り
ま
す
の
で
税
務
署
に
，
}
同
相
談
く

だ
さ
い
。
~
増
・
改
耕
一
等
に
つ
い
て
は

阪
和
泊
年
い
い
入
隊
し
た
方
か
ら
認
め
ら

れ
ま
す
)

i君主11事れ曹盟
年金難結畿のみなさんへ
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mM民
年
余
め
年
余
泌

が
、
平
成
法
卒
4
Hけ
に
さ
か
の
ぼ
「

て
引
き
上
け
ら
れ
る
ニ
と
に
な
り
ま

L
た。

ら

す

で

に

厚

生

年

令

、

民

主

と

!
?
も
平
成
記
年
日
付
、
竹
山
符
に
午
前
同
月
ま

1
J

で
の
月
分
的
年
金
額
一
か
支
払
わ
れ
て

2
い
ま
す
の
で
、
改
量
的
月
一
玄
一
戦

+
品
年
金
銅
と
平
成
見
年
4
尽
か
ら
文
科
仏

u，
消
み
の
円
円
分
丹
後
続
μ
M
R
Z
月
に
あ

-L
わ
せ
て
支
払
わ
札
る
こ
と
に
な
り
ま

ゅ
ー
し
た
ゐ

同
リ
新
都
合
的
虫
紘
い
は
、
移
仮
年
余

A
V

が
宮
内
1
日
、
附
総
件
余
一
若
鮎
御
山
揃

A
幻
砧
胸
部
品
成
ふ
い
食
む
~
が
Z
同月刊
M
M

げ仁川中丸

公
吋
弘
わ
れ
ま
す
α

な
hq
隊
生
年
金
約

新

フ

暴

露

的

税

金

払

い

は

2
5

日
と
な
り
ま
す
o

v間
い
脅
わ
せ
紙
一
F
技
会
保
後
世
帯

務
所
宮
0
4
7
3
(
日目
)
5
5
1
5
ま

た
は
図
保
年
金
諜
年
金
係

住
宅
取
得
等
特
別
控
除

市
民
会
鏡
で
出
張
受
付

義
務
泰
三
、
重
申
告
時
綴
毒
申
告
内
章
受
付
を
行
い
ま
す
の

(
2
対
日
B
i
3
月
刊
日
誌
)
の
淡
縫
出
税
務
で
‘
ご
制
刊
悶
m
く
だ
さ
い

的
れ
た
め
、
我
加
知
子
泌
総
会
総
火
会
議
議

V
受
付
良
時

1
月
抗
日
…
水
w

午
前
9

に
お
い
て
、
後
議
鋭
機
総
寸
柏
村
山
柑
仲
間
品
開
出
川
崎
山
初
分
i
午
後
3
時

官
者
ゆ

り
ま
す

V
耐
割
引
等

A
J
R遼
貨
V

第
1
極
身
体
障
害
者

が
介
設
者
と
共
に
乗
車
す
る
場
合
各

半
額

e

第
1
品
世
お
よ
び
築
2
師、

9J体
協
議
設

が
単
独
で
汚
滋
1
0
1
J
ぃ
以
上
最
市
中

す
る
場
合
:
半
額

叩
間
持
田
氏
暗
回
数
九
識
に
つ
い
て
も
J
院
に
地

山山総
2
側
関
身
体
枕
陣
容
名

段
、
つ
こ
う
ま
た
は
直
絡
め
い
機
総
僚
警
以
上
)

め
4
級
の
身
体
障
害
者



会第3闇親と苧のs忘れ遺書しも教盟会

今
受
府
県
3
間
同
絞
め
「
畿
と
子
内
ふ
れ
V
良
時

z
n
s
H
(小
一
)
午
後
5
時
か

あ
い
数
議
」
で
は
秒
弘
、
内
線
し
縦
一
総
察
。
ら
9
時
吋
(
間
叫
天
決
行
)

に
挑
戦
し
ま
す
e

V

場
所
教
品
開
線
制
料
金
(
水
道
雨
時
4
蜘附)

一
格
的
、
3
ち
で
こ
の
時
間
制
は
、
単
一
が

V
線
終
人
員
綾
子
問
問
脱
〈
党
議
時
組
)

絞
も
美
し
く
陶
見
え
る
と
き
。
天
体
液
議

V
参
加
焚
鯨
科

銭
安
初
隅
摘
し
な
が
ら
、
駿
附
械
の
絞
察
や
、

w
v
申
し
込
み
・
帽
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
考

議
綾
田
十
見
表
的
作
成
に
も
挑
戦
。
に
ふ
審
加
賞
金
員
の
総
務
、
氏
名
、
年
齢

ば
一
は
掬
ん
で
で
き
て
い
る
の
々
(
学
部
)
、
後
総
醤
号
、
、
純
子
数
塗
冬

援
は
ど
う
し
て
明
る
い
夕
、

l
翠
露
出
獄
事
加
希
淡
い
と
明
記
し
、

1
月

は
ど
う
し
て
隙
t
献
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
幻
日
(
終
)
ま
で
に
我
孫
子
1
6
8
4
教

い
々
と
つ
と
し
て
い
た
カ
が
疲
れ
止
符
議
民
会
栓
会
教
緊
議
問
(
部
}
1
1
6

い
の
に
e
な
ど
、
子
ど
も
の
索
村
な
償
支
へ
。

開
問
い
い
、
澄
み
き
っ
た
援
が
~
を
を
が
め
な

l
l
i
i
l
l
i
i
l
l
i
J

が
ら
、
綾
子
で
広
大
な
宇
密
に
療
を
ふ
天
骨
伸
明
細
途
銭
を
の
ぞ
く
歩
一

〈

ら

ま

せ

て

み

ま

せ

ん

か

。

加

髪

一

d

事

hvT一課
L
T

内
マ
イ
ム
に
韓
轄

構
内

h
y
平
総
談
時
H
連
絡
協
級
会
で
は
、
祷
砂
、
学
年
、
(
チ
ー
ム
め
代

心
事
い
て
、
探
し
て
、
タ
イ
ム
に
仲
間
同
制
い
義
者
に
〈
〉
印
、
、
子
ど
も
会
等
め

を
チ
!
?
μ
ヘ
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
同
開
晶
体
に
街
路
し
て
い
る
総
合
は

火
A

殺
を
行
い
ま
す
。
間
凶
体
名
を
柄
拘
叫
し
、
我
対
郁
子
1

あ
な
た
も
、
友
達
を
誘
っ
て
事
加
し

6
8
4
教
育
委
自
民
会
社
会
数
殺

て
み
ま
せ
ん
か
。
畿
内
青
少
年
相
側
側
関
門
事
務
局
血
u

v
a時
2
m汀
4
臼
(
呂
)
午
約
0
0
時
却
「
部
)
1
1
5
1
へ。

分
か
ら
午
後
3

空
襲
2

1

I

l

l

i

-

-

!

可

V
集
会
場
所
淡
木
小
学
校
校
総
一
参
殺
し
た
子
供
漆
絃

V
護

?

童

話

量

綴

二

元

気

に

Z9;

wv
車

工

恕

距

離

榊

料

一

〈

昨

冬

の

犬

会

)

wv
チ
ー
ム
構
成

3
名

i
sお
で
1
同
組

wv
区
分
担
込
芯
ア
の
部
マ
台
頭
V

加
品
判
的

半
数
以
上
が
小
学
4
年
生
以
下
シ
ニ

ア
的
部
・
ゐ
-
務
総
務
的
卒
数
以
ょ
が
小
燃
4

5
革
法
ん
以
上
フ
ア
ミ
哲
ー
の
務
・
・
そ

れ
以
外
的
方

wv
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
廿
ハ
ガ
キ

に
券
加
者
全
商
問
的
総
統
、
氏
名
、
淡
絡

ス
離
織
目
撃

吋
熟
年
的
経
ス
ポ
!
ツ
と
し
て
は
‘
「
町
内
の
級
制
械
の
た
め
に
と
総
め
ら
た
い
な
も
め
が
柑
常
生
え
て
く
る
の
P
は
い
湖
北
殺
を
中
心
に
つ
く
し
齢
別
や
滋
か

最
迭
で
す
よ
。
気
分
は
ゴ
ル
ツ
止
問
問
ヒ
¥
れ
る
場
合
が
多
い
主
ヲ
で
寸
ω

私
は
こ
と
綴
す
哉
開
業
は
、
品
開
く
な
め
ら
か
。
ら
も
争
相
聞
‘
滋
2
間関ゲ

i
ム
を
楽
し

協
和
刊
出
年
肉
体
桝
河
内
野
、
怪
例
的
的
弱
総
に
初
年
波
く
総
ん
で
い
ま
す
が
、
夜
荘
部
名
的
説
会
員
の
ほ
か
間
山
名
が
ん
で
い
る
給
率
齢
は
印
歳
代
か
ら
mw

「
市
民
体
カ
っ
く
り
大
会
」
で
中
間
関
刊
に
拐
こ
、
フ
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
続
桜
問
問
と
地
受
総
し
む
い
る
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
凝
代
が
多
〈
、
経
常
問
併
は
邸
畿
の
方

め
て
剖
納
骨
さ
れ
た
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
日
沌
的
人
達
が
交
流
で
き
、
お
互
い
い
い
お
関
門
好
会
い
は
、
時
都
、
発
超
人
と
な
っ
も
い
る
と
い
う
恥

ル
フ
h

煎
を
什
叶
び
会
え
る
、
そ
ん
な
ク
ル

i
プ
て
然
成
綱
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
の
せ
い
か
、
勺
子
供
か
ら
大
人
ま
小
、
織
で
も
で
き

こ
の
ス
ポ

i
y
、
本
絞
め
ス
テ
イ
ン
が
必
幾
ヒ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
@
そ
ん
金
銭
円
6
制
闘
が
合
淡
1

4

市
内
で
唯
一
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
し
、
も
っ
と
緩
い

ク
で
盈
絞
6
竹
市
内
ポ
i
ん
を
付
制
ち
、
セ
な
と
ニ
ろ
か
ら
，
ふ
る
さ
と
栴
脱
線
u
A

常
総
羽

1
ス
、
滋
北
合
中
央
公
簡
に
は
、
岡
嶋
に
も
後
退
し
て
い
け
ば
い
い
な
と

y
ト
L
た
ホ

l
ル

ポ

ス

ー

の

金

問

判

的

輪

患

っ

て

い

ま

ナ

a

そ
の
た
め
に
も
、

に
鍔
打
で
入
坑
る
か
を
鏡
、
ヮ
ゲ

i
ム

。

柚

地

拙

摘

に

彩

雨

明

コ

ー

ス

が

欲

し

い

で

す

い
わ
ば
、
ブ
ル
フ
と

y
iト
車

ー

は

却

を

ね

い

合

わ

せ

た

よ

う

な

も

の

。

モ

y
ト
ー
は
、
体
を
…
動
か
す
こ
と

中

市

が

ん

ブ

協

会

的

務

事

に

帥

的

経

し

た

と

副

酬

を

鐙

γ

つ
こ
と
。
と
に
か
く
、
ヒ

出
年
4
丹
、
紙
幣
ス
ボ

i
ツ

担

問

興

の

た

め

っ

と

し

て

い

る

的

が

き

ら

い

と

い

う

的

機

踊

閥

会

に

番

淑

し

た

の

が

、

こ

の

ス

後

怒

さ

ん

a

寸
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
ツ

一
ボ

l
ソ

と

の

山

刷

会

い

だ

っ

た

。

の

綾

子

火

会

な

ん

か

も

余

綴

し

だ

い

一
市
内
体
務
裁
か
ら
「
ク
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

T
す
ね
L

。

一

ル

フ

内

普

及

を

い

と

絞

殺

さ

れ

、

務

総

ゴ

ル

フ

線

開

年

、

年

間

関

問

ラ

ウ

ン

U
W
一

会

や

治

体

ヘ

的

指

導

に

務

め

る

。

い

?

を

こ

な

す

。

問

符

(
一

グラウンドゴルフの
意書及ぶ務め日妻子

す Iしひろ

議喜左躍〆輯弘九
ペャコ{おお翁}

二
年
の
乱
射
は
泌
総
に
あ
り
e

年
町
線
化
し
、
家
計
簿
を
つ
け
る
ニ
と
が
綾
殺
計
簿
を
つ
け
る
絞
殺
が
で
き
る
と

始
め
に
あ
た
り
、
家
許
管
壌
に
つ
い
て
し
く
な
っ
て
い
る
ゆ
い
と
も
皆
殺
に
あ
る
次
々
と
欲
が
総
て
、
問
問
問
意
織
や
鈴
つ

お

絡

し

し

ま

し

ょ

う

。

ょ

う

で

す

。

よ

ヲ

に

な

り

、

い

つ

し

か

帥

時

金

な

家

計

今
年
こ
そ
と
蜘
専
務
鳩
町
一
を
つ
け
絡
め
た
し
か
し
、
核
沿
い
炉
法
縫
化
す
る
ほ

r
運
営
が
な
怒
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
白

人
も
多
い
こ
と
と
患
い
ま
す
ゅ
し
か
し
、
欲
針
内
気
磁
を
議
開
中
ぞ
帆
議
し
、
記
ね
郎
総
ど
け
に
額
£
ぷ
¥
淡
町
計
簿
会
」
助
手

削
門
的
口
も
し
な
い
う
ち
に
寸
高
山
銭
だ
か
ら
え
憶
す
る
こ
と
怯
務
総
に
な
り
、
計
霧
機
と
し
て
も
明
る
く
墜
か
な
集
約
を
滋
り

「
暇
が
な
い
か
ら
」
返
る
時
は
出
る
の
わ
い
使
っ
た
り
、
棋
に
記
録
す
る
必
要
が
れ
~
い
も
の
で
す
。

だ
か
ら
し
と
や
め
て
し
ま
う
人
も
多
い
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
級
会
‘
r
L

ょ

う

で

す

般

的

資

糊

判

長

喜

払

い

妥

壌

、

ロ

家

新

薄

を

つ

け

や

ま

た

、

自

裏

話

撃

ロ

l
ン

、

ー

ン

議

の

蓬

室

、

自

々

、

月

々

引

す

く

す

る

ポ

イ

ン

ト

ク
レ
ジ
ソ
ト
的
利
用
出
な
νι
で
努
札
制
が
緩
把
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
貯

醤
的
上
令
つ
に
長
間
期
釣
に
党
議
自
分
が
絞
録
し
た
い
と
尽
?
点
灯
け

た
い
も
の
な
ど
、
刊
誌
鳳
押
し
取
り
あ
げ
て
山
記
録
す
る
@
一
凶
分
流
に
)

て
こ
そ
や
り
く
り
の
叫
制
緩
議
常
に
メ
ま
ぬ
っ
て
、
朝
刊
余
で
文
弘

が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。
っ
た
ら
綴
子
メ
モ
し
、
そ
め
銭
円
、
ヲ
ち

ま
た
、
必
大
な
負
債
を
に
家
計
簿
に
飢
餓
す
る
ゆ

チ
エ
ソ
ク
寸
る
苧
殺
と
も
級
制
税
制
胤
と
哨
司
会
諮
問
高
は
一
殺
し
て
当
然

な
り
‘
闘
っ
た
、
支
払
つ
だ
が
、
多
少
の
淡
淡
に
は
こ
だ
わ
ら
ず

た
の
記
録
が
残
る
の
で
、
っ
け
な
い
よ
り
ま
し
と
い
う
然
犠
な
気

ト
ラ
ブ
ん
を
防
ぐ
こ

E
も
符
で
授
け
る
a

で
き
ま
す
e

縁
日
泌
が
わ
り
に
、
そ
の
闘
い
あ
っ
た

き
ら
に
、
ニ
れ
に
停
つ
こ
と
も
番
き
と
め
て
お
〈
と
後
で
役
な

で
稔
俸
の
動
き
、
品
物
滋
つ
。

賛
同
サ
イ
ク
ル
を
知
る
こ
機
総
い
立
っ
た
日
か
ん
つ
け
弘
知
的
る
a

k
も

で

き

ま

寸

。

〈

衛

隊

生

活

端

科

消

波

ゑ

制

的
Mm
〉

本
町
擦
が
色
付
事
.
落
葉
が
始
ま
っ

た
十
…
u
門
的
一
雑
木
特
に
、
中
部
い
川
市
突
を

派
出
付
け
た
ン
口
ダ
そ
が
あ
っ
た
。

ニ
勾
本
は
織
雄
が
判
例
株
や
¥
織
の
木

だ
け
に
果
実
が
で
愚
る
。

化
叫
は
品
内
総
説
で
小
き
〈
、
ト
ー
十
一

月
間
明
、
枝
先
に
間
開
花
す
る

Gさタ田 g
〈くすのき科〉

キックベ…ス
集獲護学校隷技大会ボーんの部

品
如
実
は
期
百
年
内
秋
に
な
る
の
ぞ
、

雌
m
山
本
で
は
、
認
と
巣
市
燃
が
附
問
時
に

見
ら
れ
て
組
が
み
め
る

U

拙
悦
は
幾
絡
が
白
く
、
一
一
…
本
的
薬
師
慨

が
特
に
太
く
で
よ
く
目
立
つ
。

ν
日
ダ
そ
の
名
は
、
終
的
裂
が
一
一
自

い
斗
と
に
よ
る
ら
し
い
白

瀞
先
日
い
山
ω
来
た
若
葉
は
、
物
刷
機
ら
め

る
に
酎
現
わ
れ
て
だ
ら
り
と
蜜
札
、
兎
の

耳
に
そ
っ
く
り
な
の
が
お
も
し
ろ
い
。

シ
ロ
グ
モ
内
緩
や
後
に
は
ク
ス
ノ

キ
科
符
彩
の
芳
香
が
あ
り
、
ぬ
を
寄

せ
る
と
、
ク
ス
ノ
々
的
仲
間
で
あ
る

こ
と
が
た
だ
ち
に
分
か
る
。

餓
子
か
ら
は
、
灯
火
周
の
油
や
、

ロ
ウ
ソ
ク
織
的
、
つ
づ
靖
い
が
と
れ
、

村
は
総
築
、
務
呉
、
務
燥
な
ど
の
い
材

料
と
し
て
利
m
糊
さ
れ
る

E

一文・
P

争
点
俊
久
開
問
地
時
打
)

務
7
悶
栄
養
護
学
校
総
校
大
会
が
は

月
5
8
、
県
内
総
合
滋
動
場
(
千
絡
み
市
十
中
人

台
〉
で
烈
倒
閣
さ
れ
、
間
附
ぷ
鼎
叫
係
予
養
哨
諜

学
校
は
、
キ
ッ
ク
ベ

i
ス
ボ
!
岸
抑
制
仰

で
ま
年
迷
絞
3
則
自
約
機
勝
を
障
り
ま

し
た
。ル

ー
ん
は
1
試
合
問
分
を
問
問
疫
に
5

聞
出
戦
ま
で
で
mw
分
を
間
目
安
に
勝
散
を
淡

海
仲
ソ
J

カ
i
ポ
i
品
企
ホ

i
ム
プ
レ

ー
ト
ケ
旬
、
持
ァ
ク
し
て
試
合
が
進
行
す

る
と
い
う
も
の
。

キ
リ
ノ
ク
ベ
ー
ス
ボ
i
ん
の
同
部
に
は
筏

孫
子
模
倣
滋
学
授
の
ほ
か
、
織
の
災
、
市

内
品
市
剤
、
世
判
漆
.
設
耐
明
、
八
日
市
場
、

千
葉
大
路
線
、
柏
問
、
八
千
代
、
市
立
予

滅
、
市
原
、
野
問
、
中
市
匁
紛
媛
、
街
間
取

の
M
め
滋
滋
学
校
が
山
山
県
唱
し
ま
し
た
。

yihp絞
め
殺
採
子
の
灘
苧

叫M
W
附
等
制
却
を
中
心
と
し
て
G
d
入。

教
教
貿
や
父
鋭
、
同
級
生
の
ト

ラ
ン
ベ
ソ
ト
で
の
コ
ン
パ
ッ
ト

マ
ー
チ
や
カ
ラ
フ
ル
な
傘
を
絞

っ
て
の
応
援
を
受
げ
な
が
ら
、

2
g絞
め
察
武
市
川
に
お
対
ー

で
大
勝
。
準
決
轄
の
八
nu
市
場

に
は
接
戦
の
米
せ
り
勝
ち
決
勝

戦
、
決
勝
的
恰
と
は
本
数
同
州

議
か
主
3
年
殺
の
滋
開
聞
で
、
白
川

対
6
的
大
義
を
つ
け
て
の
跡
地
帯

な
優
勝
で
し
た
。

車
理
勝
者
位
闘
っ
た
義
時
間
乎
輔
擁

護
学
校
チ

i
ム
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